
別紙様式８

（１）国有林直轄治山事業

2 効
率性

① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③

1 長野県 北信森林管理署 復旧治山事業 野々海川 ののみがわ 552,701 789,725 440,244 1.79 ○ ○ ○ ○ ○ A A B A B B B A B B B B A A -

2 長野県 伊那谷総合治山事業所 予防治山事業 中御所川下流 なかごしょがわかりゅう 230,000 427,840 196,680 2.18 ○ ○ ○ ○ ○ B - - A A - B A A A - B A B -

中部森林管理局

令和７年度事前評価（自主的点検）実施地区一覧表（令和７年度補正予算）
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地　区　概　要　表

別紙　位置図のとおり

事業実施主体
中部森林管理局
北信森林管理署

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は長野県北部、飯山市を流れる千曲川の左岸に合流する野々海川の上流に位置し、新潟
県境に連なる関田山脈を北端とする地区である。地区内の地質は脆弱で、山地災害が発生しやすい
自然環境にあり、これまでに多くの治山ダムを整備してきたが、依然として荒廃した渓流が多く存
在している。
　令和５年７月の豪雨により、野々海川地区の治山施設が被災したため、災害復旧工事に着手し
た。しかし、地区下流の民地で大規模な山腹崩壊が発生し、野々海川に大量の土砂が流出する被害
が生じた。この土砂により工事箇所へのアクセス路が寸断されたため、やむなく工事を中止し、令
和７年度にアクセス路の復旧を行ったところである。
　このため、災害復旧で予定していた渓間工（治山ダム）の設置に加え、荒廃渓流の復旧を図るた
め、渓間工を設置し、下流域の保全を図る。

渓間工６基

発電施設、市道、農業用水路

502,455千円（税込み 552,701千円）総事業費

野々海川
（　長　野　県　）

別紙様式９

事業実施地区名
（都道府県名）

事業名 復旧治山事業 事業計画期間 令和８年度～令和13年度
ののみがわ



事前評価実施地区

位 置 図

野々海川 地区

（長野県飯山市）

S=1/50,000

野々海川

長野県

事業実施区域

凡 例



地　区　概　要　表

事業実施主体
中部森林管理局

伊那谷総合治山事業所

位置図

主な事業内容

主な保全対象

事
業
目
的

　当該地区は、長野県上伊那郡宮田村西部に位置し、中央アルプスの玄関口として観光利用が非常
に多い地域である。地区内には、駒ケ岳ロープウェイのしらび平駅、大型駐車場があり、年間約17
万人が訪れるなど、観光客や路線バスの往来が頻繁なエリアとなっている。
　この地域の斜面は、宝剣岳直下の氷河活動によって運搬された岩屑や砂礫が不安定に堆積した地
質構造となっており、落石が発生しやすい特徴を有している。
　令和７年４月には、駐車場脇の斜面から落石が発生し、しらび平駅駐車場に駐車中の車両に衝突
する被害が生じた。また、周辺斜面には不安定な転石等が多数存在しており、今後も落石が発生す
る危険性が高い。このため、落石対策工を実施し、県道及びしらび平駅駐車場の安全性を確保する
とともに、観光客をはじめとする利用者の生命・財産の保護を図ることを目的として本事業を実施
する。

山腹工0.15ha

県道・駐車場等

209,091千円（税込み 230,000千円）総事業費

別紙　位置図のとおり

中御所川下流
（　長　野　県　）

別紙様式９

事業実施地区名
（都道府県名）

事業名 予防治山事業 事業計画期間 令和８年度～令和９年度
なかごしょがわかりゅう



S=1/50,000

中御所川下流

長野県

事業実施区域

凡 例

事前評価実施地区

位 置 図

中御所川下流 地区

（長野県駒ケ根市・上伊那郡宮田村）


